
ＣＡＰＳ分析による国内二条大麦の品種識別

[ 要約 ] 二条大麦24品種は、ＣＡＰＳ分析による9種類のプライマーと6種類の制限酵素の 9通

りの組合せの分析により、識別ができる。

担当部署 農産部・麦類育種チーム 連絡先 092-924-2937

対象作目 麦 類 専門項目 育種 成果分類 新技術

[ 背景・ねらい ]

二条大麦においては、すでにＲＡＰＤ分析による二条大麦 7品種の識別技術を確立した（平成12年

度成績）が、ＲＡＰＤ分析は、分析条件がわずかでも変化すると結果の再現性が失われることがあり、

他品種と交雑した種子の識別はできないという短所がある。また、新品種の作出などによる流通品種

の変化からみて、新品種についても識別ができるようにすべきである。そこで、再現性が高く、交雑

した種子の識別も可能なＣＡＰＳ分析により、国内の主要22品種と外国2品種の識別技術を確立する。

[ 成果の内容・特徴 ]

１．国内二条大麦22品種（五十音順）

アサカゴールド さきたま二条 ニシノゴールド ミカモゴールデン

あまぎ二条 スカイゴールデン ニシノチカラ ミサトゴールデン

おうみゆたか ダイセンゴールド ニシノホシ ミハルゴールド

きぬか二条 タカホゴールデン ニューゴールデン みょうぎ二条

きぬゆたか とね二条 はるな二条

九州二条16号 なす二条 ほうしゅん

外国二条大麦 2品種

Harrington Pallas

の合計24品種が精度高く識別できる。

２．上記の二条大麦24品種の識別は、ＣＡＰＳ分析フローチャート図（図１）に従って、 9つのプ

ライマーと6種類の制限酵素による9通りの組合せ（aABG466と O65I、aABG711と II、Eco Ban

aABG075と I、aMST102と T14I、MWG694と III、cMWG733と I、MWG631と O65I、Pst Eco Hae Pst Eco

MWG913と T14IおよびMWG2076と fI）を用いた分析により可能である（表１）。Eco Hin

[ 成果の活用面・留意点 ]

１．原々種、原種における品種の純度管理、生産や流通における品種保証の検査技術として活用で

きる。

２．ＤＮＡは、種子 1粒、葉 1枚からでも抽出できる。分析期間は、20サンプルの分析で約 1週間

である（分析点数、分析内容により異なる）。



[ 具体的データ ]

図１ ＣＡＰＳ分析 フローチャート図

１）ＤＮＡの抽出 注）1 ＤＮＡ抽出キットにより葉 1枚、種 1粒か注）1.
ら簡易抽出が可能。抽出可能なキットはい
くつもある。

２）判別する品種からみたPrimer と制限酵素
の組合せの選択（第１表参照） ＰＣＲ反応液の作成( 1サンプル分）2.

1)ＤＮＡ 1ng
2)Primer 20pM 1μl

３）ＰＣＲ反応液の作成 注）2 （forward側10pM、reverse側10pM）
3)10×buffer（Taqの付属品） 1μl
4)MgCl （Taqの付属品） 0.8μl2

４）ＰＣＲ反応 注）3 5)dNTP（Taqの付属品） 0.8μl
6)Ex Taq（TakaRa社製） 0.1μl
7)滅菌水によるメスアップで合計 10μl

５）制限酵素による消化 注）4
ＰＣＲ反応条件3.
95℃5min→（94℃1分→55℃2分→72℃

６）電気泳動によるＰＣＲ増幅産物の分画 3分）×35回→72℃5分
1.8%アガロースゲル。泳動時間は200V55分間 実験ではProgram Temp Control System

PC-808 (ASTEC社製)を用いた。

制限酵素による消化4.
ＰＣＲ反応液 10μl
10×Buffer 1.5μl
制限酵素 1unit
滅菌水 3.5μl

バンドパターンによる品種識別（表１） 合計15μlを37℃で一昼夜静置

表１ 二条大麦品種間におけるCAPSおよびSSRによるDNA多型検出．

ド ン ン ン ン ン

ド ド 号 ド ル デ デ デ デ デ

ル ル 6 ル ー ル ル か 条 ル 条 ル ル ラプライマー

条 ー ー ん 1 ー ゴ か ー ー た 二 条 条 ー 二 ー ー カ シ制限酵素

二 ゴ ゴ ゅ 条 ゴ ン た ゴ ゴ 条 ゆ 条 ぎ 二 二 ゴ ま ゴ ゴ チ ホ名

ぎ カ ル し 二 ノ セ ゆ ト イ 二 み 二 う な か モ た ホ ー ノ ノ

ま サ ハ う 州 シ イ ぬ サ カ す う ね ょ る ぬ カ き カ ュ シ シ

あ ア ミ ほ 九 ニ ダ き ミ ス な お と み は き ミ さ タ ニ ニ ニ

aABG466 O65I 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2Eco
aABG711 II 2 1 1 2 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1Ban
aABG075 I 2 2 2 2 2 2 4 2 4 2 2 2 3 2 2 4 2 3 4 4 3 2 1 4Pst
aMST102 T14I 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 2 1 2 1 1 3 3 1 1 4 4Eco

1 1 1 1cMWG694 III 2 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1Hae
cMWG733 I 2 1 2 2 2 2 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1Pst
MWG631 O65I 1 1 1 2 1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1Eco
MWG913 T14I 2 1 2 1 2 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2Eco
MWG2076 fI 1 1 2 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1Hin

注）同一のプライマーと制限酵素の組合せで、数字が異なる品種間は、電気
泳動によるバンドパターンが異なり、識別が可能である。

[ その他 ]
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